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に
於
て
は
柚
象
の
世
界
に
行
動
せ
る
も
の
で
ぁ
つ
た
。：恰

：.

も
彼
：れ：：

の
時
代
は
政
治 

の
全
理
論
を
以

T
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問
性
に
關
す
る
少
數
の
堪
純
な
る
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理
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然
彼
れ
相
識

-る
と
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しw

す
る
も
、當 

時
の
經
濟

1«
]

题
に

«

而
し

.て
，之

：に
：關

^
:る
：；幾
多
.の
重
要
な
る
論
榻
ギ
起

'し
た

.で
あ
ら
ぅ
が
，而 

も
彼
れ
の
影
響
な
く
ん
ば
、彼
れ
は
：其
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J
ギ
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に
し
て
、抽
：象
經
濟
學
を
創
始
す
る
が
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っ
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し
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あ
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時
に
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く
其
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：せ
る
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上
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實
に
關
す
る
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識
に
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れ
を
所
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の
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明
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し
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た
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。
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に
於
て
は
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の
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題
：は
彼
れ
を
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れ
る
现
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し
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述
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の
著
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れ
る
書
翰
中
に
日
く

「

我
々
の

'

:

論

^

は
或
る

1

に
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て
は
貴
下
が
小
生
の
書
を
以
：：て小
生
が
企
圖
せ
る

::
ょ
6

も
5 1

ら
に
實
際

; 

.

.
:
: 

■ 

•
- 

: 

. 

: 

' 

.
:

.

的
な
る
も
の

€
を
考
ふ
る
に
歸
し
得
可
き
も
の
で
あ
る
ど
小
生
は
考
へ
る
。
小
生
の
目
的
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原
理
：を
閛
明
す
る
に
：在
っ
た
、而
し
て
之
れ
を
行
ふ
が
爲
め
に
小
生
は
小
生
が
是
れ
等
の
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，作
出
を
示
し
得
可
き
强
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な
る
場
合
を
想
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し
た
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も
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的
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書
た
る
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す
る
も
の
で
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な
い
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め
て
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る
人
で
如
つ
た
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r
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彼
れ
の
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說
の
眞
理
を
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信
し
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疑
は
な
か
つ
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己
を
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て
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し
く
之
れ
を
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の
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な
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、又
た
起
草
せ
ら
る

V

こ
が
な
か
つ
た
で
わ
ら
う

。

(John

Stuart 

Mill, 

Autobiograp

tr*y, 

1
8
7
3'p. 

2
7
. 

ノo

此 

.も
の
に
•非
ず
し
て
、諸
般
が
經
濟
上
の
難
間

0 

に
於
，て
表
明
し
，私
か
に
極
め
て
ル
ノ
數
の
知
己 

.

れ
た
る
も
の
で

'あ
る

V
J

稱
也
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

ど
し
た
な
ら
啐
此

0
書
：中
に
.於

V

it
遇
す
る 

.儆
地
が
大
ビ
爲
る

::
'の
”

る
。；或
る
.者
が
飩 

次
人
々
の
爲

め
に

其
の
筆
を
執

!̂
)
:0

、
あ
づ

::
婼十，九
後

(

一
®
五
し
：
：十：

X

典
肿
惯
値
場
M
t.
效
用g

念
，

の；著
.は
初
め
出
版
の
目
的
を
以
て
著
さ
れ
た
る 

卩
關
す
る
彼
れ
自
身
の
«
拿
を
明
確
な
る
形
態 

朋
友
間
に
配
布
す
る

の

目
的
を
以
て
起
稿
せ

ら 

斯
く
の
如
き
見
解
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多
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熟
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な
る
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定
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び
條
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確
に
叙
述
す
る
を
省
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可
き
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極
め
て
自
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の
數
で
あ
る
ビ

云
は
な
け
れ
ば
な

ら
.ぬ
°

彼
れ
の
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者
は
彼
れ
自
身

ビ

等
し
く
實
，
生
活
土 

.のs

實
に
關
し
て
廣
汎
な
る
知
識
を
有
す
る
政
治
家
及
び
實
業
家
で
あ

つ
た
。

是
に
於
て
乎
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彼
れ
は
其
の
論
过
の
論

a
的
完
全
に
耽
つ
て
必
要
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
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は
あ
つ
た
バ
玉
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明
白
な
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も
の
と

#

倣
す
可
き
數
多
の
事
物
を
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ら
に
省

.略
し
た
の
で
あ
る
。

力
之
な
ら
中

«
:れ
は
彼
れ
自
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千
八

]?」
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被
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.る
の
戚
が

*

つ
2
。
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o
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彼
れ
の
結
論
を
解
釋

.す
る
.が
爲
め
に
絕
え
す
必
要 

ビ：せ
，

6

る
、
說
明
；
限
：定
ォ
：は
常

.に
：讀

，者

自

身

に
^

補
給
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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助
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定
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大
部
分
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®
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を
成
す
も
の
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共
に

.明
瞭
に
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示
せ
ら
れ
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ゐ
な
い
。
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又
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等
の
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な
く
し
て
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假
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他
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定
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^
^
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^
^
^
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れ
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な
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な
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1

た
之
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す
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も
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是
に
於
て
乎
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a
r
s
h
a
l
l

の
語
を
借
&
て
云
へ
ば
、吾
人
に

し
て

R
i
c
a
r
d
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を
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し
く
理
解
：せ
ん
こ
ど
を
求
む
る
な
ら
ば
、吾
人
は
彼
れ
自
身

•
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b
も
更
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に
寬
大
に
解
釋
し
な
け
れ
ば
な

ら

ぬ
。
彼
れ
の
言
辭
が
不
明
瞭
な 

る
場
合
：に
は
、吾
人
.は
.其

の

®

作
中
に
於

〗

け
る
他
の
章
句
に
よ
っ
て
指
示
，せ
ら
れ
た
る
解
釋
を 

へ
之れ

.に
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
人
が
彼
れ
の
眞
に
意
味
す
る
所
の

」

も
の
を
探
知
す
る
の 

希
：望
を
以
て
之
れ
を
行
ふ
ビ
す
る
な
ら
ば
、彼
れ
の
學
說
は
縱
令

a
完
璧
を
隔
た
る
こ
ど
極
め 

て
遠

S

も
の
で
あ

X

し
て
も
、之
れ
に
歸

.せ
し
め
ら
る
、
の
常
な
る
誤
謬
の
幾
多
の
も
の
よ

b
免
る
、
の
で
あ
る
。
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總
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價
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即
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値
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共
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有
用
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。
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す
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如
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に
：效
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っ
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用
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値
を
說
明
し
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V
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w
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1901、
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7
5
2
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■s

o
p
l
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.
：は
有
用
性

.■を
以
.て

.̂

換
價

.値

.R
取
..つ
て

絕

對
‘it 

.必
袈
な
る
も
の
ビ
觀
る
。
彼
れ
は
或
る
«
物
が
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
有
用
で
な
ぃ
ビ
し 

た
な
ら
ば
、換
言
，す
れ

ば
、其
の
貨

.物
が
如
何
な
る

”方
法
に
於
て
も
吾
人
の
滿
足
に
，貢
献
す
る
こ 

S
を
得
な
い
ど
し
；た
な
ら
ば
、其
の
貨
物
は
如

-何
に
稀
少
な

K
V 
€
す
る
も
.又
た
如
可
な
る
勞
動 

の
高
が
之
れ
を
取
得
す
る
が
爲
め

R
必
要
な
ぅ
ど
す
る
も
、を
は
交
換
價
値
を
映
く
可
き
も
の 

:
で

*
:
:るビ

.做
す
の
，で
ぁ
：名
。：
管
_

品
、奇
_

書
、古
：錢
等
の
如
き
貨
物
の
價
値
は
之
れ
を
生
.產
す 

る
が
爲
め
に
本

M

的

|:
,必
要
な
る
勞
働
最
ょ
り
全
然
獨
立

し
、
之
れ
を
觸
有
せ
ん
^
く
を

0
す 

■S
者
の
富
及
び

M

i
の
程

■&

を
AV(

に
す
る
に
從
つ
て
相
異

す

る
。

(
s
c
a
r
d
o
)

 

O
n

 the 

Principles 

of 

p
e
n
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

I

00I7,VPP. 

1- 3
)。

而
し
て
彼
れ
は
：父
位
常
態
^
在
つ
て
は

一
忠
期
間
精
確
に 

人
類
の
.欲

0
及
び
願

_

が
要
求
す
る

.

.多
_

0

,程
度

_し
於
て
持
續
的
に

'供
給
せ
ら
る
、
貨
物
は

: 

一
も
齊
す
る
こ
ど
な
き
が
故
に
、

®

格
の
：偶
然
的
一
時
的

.の：變
化
を
愛
け
ざ
る
も
の
は
存
す
る 

ご
_
が

«

‘い
ビ
說
い
て
ゐ
る

o (
i
b
F

 

p
p
.60
2
.
8
3
3
^
^
^
 ̂

へ

が̂

^

お

し

 

レ“
.

レ；̂

^

:卜
.̂，：！,::::rzzlgzc、

ぃ’

」

;•
;
:じ
：
^
^
^
^
^
^
^
^

 ̂

議 

じ說

i_
 

Ricardo:

は
«
«

ど

富(riches)

ど
の
別
を
認
.め

る

.0>
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の
言
.ふ
，が
如
ぐ
、人
は
人
生
の 

必
喪
品
、便
益
品
及
び
媒
_
品
を
寧
有
し
得
る
の
程
度
に
從
つ
て
或

ひ
は

富
み
、或
ひ
は
贫
な
る 

も
の
で
あ

る
な

ら
ば
、價
値

.は
：本
質
的
に
富

k
:異
れ
シ
も
の
で
あ
る
。

(ibid., 

p. 

3
7
7
0
。

彼
れ
は
，

.
愛
に
啦
界
效

i-
H

の
間
の
，：區
別
に
.赴
く
可
き
彼
れ
の

®

を

® 

■
し
つ
、
あ
る
の 

觀
が
あ
る
。
彼
れ
：は

®

値
を
：以

.
t生
逄
，の
難
：易
に
へ
依
賴
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、其
の
多
寡
に
依 

0

て
，定

ま

る

も

の

.に
：非
ず
：S
思
惟
，す
る
。

M
,造
業
に
従

*

す

る

百

：萬
人
_
の
勞
働
は
常
に
同

j 

の
檟
値
を
生
產
す
可
き
で
あ
ス
が
ボ
も
常
に
同

--
の
富
を
生
產
す
る
も
の
：で
は
あ
る
ま
い

o 

機
械
の
發
明
，技
巧

0
進
步
、分

勞

：の
發
達
、及
.び
更

&

じ
有
：利
な
る
交
換
の
行
は
る
可
&
新
市
場 

め
，，發
見
に
由
っ
て
、西
與
の
.人
，々
：は
、

4

の
社
會
狀
態
の
下
に
於
て
は
、彼
れ
等
が
他
の
趾
會
狀

0 

:の
：，下
は
於
て
坐
產
し
锝
へ
る
富
'の
高
の

n
倍
^
し
ぐ
は
三
■倍
を
生

ff
i

:f
.る

こ

ビ

を

得

や

ぅ
。
.
0 

も

彼

れ

等

は

是

れ

が

爲

办

，に

;«
値
に
對
し
て
何
物
を
も
附
加
す
る
.こ

S
な
か
る
可
き
で
あ
る
。
 

:

叢
し
凡
ゆ
る
物
は

^

れ
を
生
產
す

〉

る
の
雛
易
、即
ち
換
言
す
れ
ば
、其
の
生
產
に
使
用
せ
ら
れ
た 

•る
勞
働
の
定
量
に

#

じ
て
摘
値
を
上
下
す
る
が
故
で
あ
る
。

O
S
.
, 

p

v

3.77-37

00.)" 

Marshall 

は

y
c
a
r
d
o

が「

霧
に
ょ
つ
て
金
部
效

jl
-
]を
意

^

す
る
も
の

W

考
へ
る
、而
し
て

R

o-a
r
d
o

は
常

R

第
十
九
益
ハ
I
k九)

宙
典
的
.似
値
擧
說
と
效
川
槪
念 

馈
ニ
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策
十
九
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六
o) j .V:

古
典
的
僧
値
學
說
と
效
用
槪
念 

第

二

破

*\ 

價
値
が
恰
も

0
買
者
に
取
つ
て
購
入
す
る
に
値
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
貨
物
の
部
分
よ
り
生
中
る 

，富

の

赠

最

に

相

當

す

る

こ

'
並
び
に
一
時
的
に
刻
下
の
偶
發
第
の
結
锻
た
る
ご
茬
し
く
は

 ̂

.續
的
に
生
產
費
墙
加
の
結
*
た
る
ご
を
問
は
す
、供
給
が
'不
足
を
來
し
た
る
場
合
に
は
其
の
貨 

物
よ
り
：取
得
せ
ら
る
、
總
當
、即
ち
全
部
效
用
に
於
て
減
少
あ
る
ど
同
時
に
、價
値
に
よ
つ
て

® 

定
せ
ら
る
、
富
の
限
界
.的
僧

*

に
於
て

.上
騰
あ
る
こ
ど
を
將
さ
に
叙
述
せ
ん

S
し
つ
、
あ
る 

も
の
、
如
く
で
あ
る
。

M
a
r
s
h
a
l
l

を
以
て
觀
れ
ば
、

S

C

I
は
典
の
全
論
述
を
通
じ
て

(

微
分
學 

の

;®
明
な
る
語
法
に
就
い
て
無
識
な

&

し
が
故
に

)

彼
れ
が

『

總
じ
て
供
給
の
抑
制
に
よ
つ
て
限 

界
效
用
は
上
科
じ
、而
し
：

^

全
部
效

.用
は
減
殺
せ
ら
る
、

」

ご
云
ふ
が
如
く
精
巧
に
之
れ
を
言
說 

す
可
き
拍
し
き
言
擗
を
扼
む
.こ

 

< が
な
か
つ
•た
ど

k

言
ひ
な
が
ら
、之
れ
を
言
說
せ
ん

e

試
み 

つ
、
あ
つ
た
の
で
あ
る
，

(Marshall, 

op. 

c
i
r

P. 

8
1
4
0
。

:

然
し
な
が
ら
、

Ricado；

は
效
用
の
影
響
が
.比
較
的
單
純
な
る
が
故
に
之
れ
を
以
て
分
明
な
る 

.も
の
ど
思
惟
し
，之
れ
：に
就
い
て
言
說
す
可
き
至
要
な
る
も
の
多
か
ら
ず
ビ
看
做
す
ビ
同
時
ヒ 

生
產
费
ご
價
値
ヒ
の
間
の
關
懷
が
完
全

.な
る
理
解
を
.得
る
乙
ビ
な
く
、此
の
間
题
に
關
す
る
謬 

•見
は
課
稅
及
び
財
政

0,—

實
際
問
題
に
於
て
國
家
を
し
て
疋
路
を
離
れ
し
む
る
の
虞
ぁ
る
も
の

ビ
信
じ
だ
。
斯
く
て
彼
れ

.は
特
に
此
，の

■

題
，の
解
明
に
着
手
し
た
の
で
あ
る

o

ocr
Q:
。。

彼
れ
は
其
の
第

-:
一
章
第

「

節
に
^

在
つ
て
は
人
問
の
努
力
に
ょ
つ
て
其 

の
：數
最

を
增
加
せ
ら
'れ栂
る

：7P

の
で
あ
つ
て
、夂
た
典
の
生
產
に
對
し
て

自
由

競

^

の
無
制
限 

R
作
用
す
る
貨
物
の

交

換
_
«値
即
ち
一
貨
物
の
擻
許
♦か
他
の
も
の
に
代
へ
て

與

へ
ら
る

、

可 

を
が
を
決
定
す
る
標
準
は

*

ら
典
の
各
々
に
對
し
て
费

3

れ
た
る
勞
働
の
此
較
的
»
量
に
依 

賴
す
る
も
の
ビ
考
へ
た
。

(

s
c
a
a
o
, 

op. 

c
r
p
p
. 

3
-
4
0
0

而
も

s
c
a
r
cu
o

は

^

の
第

ニ
®

に
於 

て
、勞
働
を

0

て
凡
ゆ
る
侧
値
の
栽
礎

e
爲
.し
、勞
働
の
相
對
的
定
量
を
以
て
貨
物
の
比
較
的
價 

値
を
決
定
す
る
も

9;
ビ：稱
：す
る
際
に
、勞
働
の
異
れ
る
^
質

一

事

業

に

於

け

る

一

時
間
若 

し
く
は
！

日

の
■勞

働
：ど

.

.他一：
の
一事：
業
に
於
：け

.る
勞
働
の
：同
一
期
間
ビ
を
：比
較
す
る
の
困
雛
に
對 

し
て
不
注
意
な

&

^
想
像
せ
ら
る
、
を
避
く
る
に
努
め
て
ゐ
る

o

勞
働
の
異
れ
る
品
質

に
對 

.す
る
®
科

は
rt
L
ち
：
に

凡
ゆ
る
«
際
的

目

的
に
對
し
て
十
分
な
る
精
確
を
以
て
調
整
せ
ら
る
.、
 

に

至
ぞ
は
勞
働

者

の
比
較
的
精
練
ビ
遂
行
せ
ら
れ
た
る
勞
働
の

强
度
に

多
く

依
賴

す
る
。
 

其
の
品
等
は
一
度
形
成
せ
：ら
れ
た
る
時
は
殆
ん
ど
變
化
を

受

く
る
こ
ビ
な
き
も
の
で
あ
る
。
 

.飾
職
人 

'一
日
の
勞
鈒
^
犛
通
勞
働
者
ニ
日
の
勞
，銀
の

1
1倍
で
：あ

る

ビ

し

/2
な
ら
ば

'

方
の

J

锇

十

九

猞

(
：

一
六1〕

古
典
的
.恨
値
學
說
と
效
川
槪
念

 

筋
ニ
號
 

九
：



:
'^
十
九
^

. C 

i
Aニ)

：「

_古
.欺
的
似
値
學
說
と
效
';
9
槪
念
. 

第
二
*
? 

ー「

^

間

の

勞

作

は

他

方

.の
一
一
時
問

の

，

勞
作
に
匹
敵
し
な
け
れ
ば

.な

.ら
ぬ
。
彼
れ
等
の
相
對
的
勞 

銀
に
戀
化
ヵ
存
す
る

ビ

し
た
な
ら
ば

ia
よ
り
彼
れ
等
に
よ
つ
て

'作
製
せ
ら
れ
た
る
物

^

の
0 

對
的
猶
値
に
も
之
，れ
に

_相
常
す
る
變
化
が
存
す
可
き
で
あ
る
。

.
然

も

R
i
c
a
r
d
o

は
飾
職
人
の 

勞
銀
を
し
て
普
通
勞
侧
者
の
邡
れ
に
比
し

.てJ

の
世
代
よ

b

他
の
世
代
に
亙
つ
て
變
化
せ
し 

む
る
識
因
を
分

1析
す

‘る
こ
ど
な
ぐ
、斯
く
の
如
き
變
勸
が
大
な
る
こ

e
能
は
ず

5

說
ぐ
を
以
て 

滿
足
し
た
の
で
あ

.る
。
即
ち

s
c
a
r
d
o

が
其
の
讀
者
の
注
意
を
惹
か
ん
ご
欲
し
た
る
研
究
は

M 

物
の
；相
對
的
價
値
，に
於
け
：る
變
化
の

.影
響
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

#

の
絕
對
的

W

跑
に

 ̂

け
る
其
れ
に
關
す

‘る
も
の
：：に
非
ざ
る
が
.故
に
、人
間
の
勞
働
の
相
異
れ
る
«
®
が
估
料
せ
ら
る 

V

比
較
的
度
位
を
考

«
す
る
は
殆
ん
ど

^

0
の
も

の
ビ
爲
る
の
で

.あ
る
。

o.
cr
Q:
.
, pp. 

12-14. )

o 

次
，で
彼
れ
は
第
三
節
に
'於
て
、直
接
に
貨
物
に

適

JI
-
Jせ
ら
れ
た
る
努
働
の
み
な
ら
す
、其
の
肋 

成
資
料
に
投
入
せ
：

.

る

.>
,勞
働
も
亦
た
典
の
横
値
に
影
響
す
る
己
ビ
を
主
張
す
る
。

(

I

.

、
?
 

i6.2'i.}。

第
四
べ
に

.貨
物
：の
生
產
に
投
'入
せ
ら
れ
た
る
勞
働
量
が
其
の
相
對
的
猶
値
を
支
配
す 

る

^
做
す
の
原
理
は
器

«

及
：びへ其

^̂
 ̂

の
使
用
に
由
つ
て
著
し
く
變 

更
せ
し
办
ら
る

^
も
め
ビ
パ
觀
る
？ 

pp. 

22-42,
)°

而

し

て

彼

れ

は

ー

千

八

0*
二

十

|

¥

に

!

|
I
S

j

]

I
I
15

I
f

丨

I
S

S
%

I
1
f

現
れ
た
る
此
の
著
の
第
三
版
に
於
て

V

相
.興
れ
る
資
本
の
高
が
長
短
相
同
じ
か
ら
ざ
る
期
間
使 

用
せ
ら

.る
、
に
基
け
る
相
對
的

•横
；値
決
定
凉
：玴の

'變
更
を
更
ら
に
强
調
す
る
。
颇
る
高
檟
な 

，る：
_機
械
：を
以
て

*

し
.く
は
：
«
,る
高

«

な
：る

.建
物
の
內
に

.於
て
坐
產
，せ
ら
れ
、又
た
は
之
れ
を
市 

揚

!■
:
致
す
の
以
前

‘に
於

X:
提

»

間
を
耍
す
る
總
べ
て
の
貨
物
は
よ

i

大
な
る
生
產
费
を
要
す 

可
ぐ
、而
し
て
是
れ
等
の
も
の
が
市
場
に
致

さ

る
、
の
以
前
に
於
て

M

®
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
人 

り

長
き
時

[!
!
]を
補

«
.す
.る
が
爲
め
に
よ
り
有

«

値
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(ibid., chap. i

こsec. 

4
.

)
0 

_最
後
，に
彼
れ
は
相
變
れ
：る
.貨

物

：の
相
;*
的
.價
値
が
總
べ
て
の
勞
銀
•の

一

齊
に
騰
落
す
る
場
合 

に
、何
等
永
續
的
影

«

を
受
，く
る
こ

V」

な
し
、匕

.做
す
の
原
則
も
^
た
資
本
の
持
續
哗
等
し
か
ら 

♦さ
.る
こ

ビ

及

び

：

そ
：：

が

姊

の

使||
-
1者
に
よ
つ
て
囘
收
せ
ら
る
、
速
度
等
し
か
ら
ざ
る
の
事
«
に 

由
つ
て
修
疋
せ
ら
る
、
も

.の
ビ
觀
る

o
Q
b
i
c
r

sec. 

5
0
O

 

'

:
是
れ
に
由
つ
て

«

れ
.ばs

c
a
r
d
o

は
斷
じ
て
勞
働
價
値
說
の
徹
族
せ
る
主
張
潴
で
は
な
か
つ 

た
。
個
中
の
消
息
を
了
解
せ
ん
ビ
す
る

冷

の
は

2£
£

に
須
ら
く
彼
れ
が
'ー
千
八
诃
ニ
十
年
六 

月
十
三
日
附

M
c
c
u
l
l
o
c
h

宛
の
書
翰
を

.參
照
す
可

sn-

で
あ
る

。
.

(Letters 

o
f

 D
a
v
i
d

 

R
f
c
a
r
d
o 

to 

J
o
h
n

 

•wa
m
s
a
y

 

M
c
c
u
l
l
o

-O
ダ
 

I

00I
6
-
I
8
2
3
, 

e
d
.

.c
r
y
 

J. 

H
.
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Publications

o.
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A
m
e
d
c
a
n

 

E
c
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o
m
i
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十
九
卷

c
rハs
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*
典
的
惯
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學
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第二號
 

一二

A
S
S
O

Q.atfon; 
vol. 

X. 

No. 

5
-
,

 Sep. 

and 

Nov., 

1
00
9
5, p, 

7
1
.)。

然
る
に
狭
れ
の
學
說
が
先
づ
第
卜 

九
：世

:«
前
半
に
於
け
る
社
.會
的
不
安
の
裡
に
發
生
せ
る
英
國
社
會
主
義
者
に
ょ
っ
て
承
認
せ 

ら

れ

利

用

せ

ら

る

、
こ
ど 

> 

爲
り

*次
い
で
獨
の

«
ぢ
|
^

Rcr
$

s
及
び

w
s
l
k
a
r
x

に
ょ
つ
て
、
 

諸
物
の
自
然
價

«

は
.惟

^v

是
れ
等
の
，

J
V
の 

> 上
に
.费
さ
れ
た
る
勞
働
ょ
り
成
る
ご
做
す
の
汶 

.述
に

§•
し
て
其
の
桃
威
を
求
め
ら
る
、
に
至

A

た
る
こ
ご
は

S

人
が

0 
{
他
の
機
會

R

於
て 

言
及

.せ
る
が
如
く
が
如
く
で
あ
る
。

(「

社
會
政
策
時

«」

第
五
十
三
號
所
載
：拙
稿

「

疋
價
論
ど
勞
働 

#
値
學
說

.1
0
而
も

'ff
.
c
a
r
d
o

自
身
は
早
く
後
年
の

M
a
r
x

等

の

誤

解

を

豫

示

^

る

の

意

見
 

を
：訂

IH
し
て
居
っ

.允
。
日
ぐ

T
M
a
l
t
h
u
s

K -
は

一
物
件
の
費
用
ビ
價
値
ミ
が
同
一
な
ら
ざ
る
を
得 

ざ
る
も
の
で
あ
る
ビ

.云
ふ
こ
ど
が
余
の
學
說
の
一
部
た
る
も
の
で
あ
る
ご
思
他
す
る
の
觀

”
 

あ
る
。

彼
れ
に
し
て
.
®/!
■
]

を
以
て
、利
潤
を
含
め
る

「

生
產
費

」

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ぱ
，
 

を
は
同
一
で
あ
る
。
.上
述
の
章
句
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
も
の
は
彼
れ
の
意
味
せ
ざ
る
所
の 

J
O
の
て
あ
る
斯
く
て
又
た
彼
れ
は

明

か
に
余
を
理
解
せ
る

も

の
で
な

いj
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し
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方
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於
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i
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a
r
d
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經
濟
學
の
祖
述
者
中
に

顧

値
を
以
て

全
然

勞
働
量
に
ょ
ク 

て
定

ま

る

.

.
もの
ビ
做

せ

る

S

®
な

る
.勞
働
價
値

.學
說
の
主
張
者
を
出
す
ビ
共
に
、他
方
に
は
英 

國
經
濟
學
に
於
け
る
需
要
供
給
法
則
の
歷
史
主
は

w

し

て
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J
,
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M
m
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C
a
i
r
n
e
s

及
び 

Marshall:

を
經
て
進
展

‘す

.る

の
運
命
を
有
し
て
ゐ

k
c 

(

前
揭
•拙

稿

參
：
照)
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而
し
て

伊

太
利
瓿 

に
於
；て
は
早
く
庇
に
第
十
：六
世
紀
の
交
に
在
っ
て
著
し
ぐ
效
用
を
强
調
せ
る
檟
値
觀
念
が
存 

•L
^

居
っ
た

0

而
し
て；

古
：典
派
，經

濟

學の
：：

濫
觴
と
略
ぼ
其
め 

ジ
ユ
ネ
ー
ゲ 

のJean 

Jacques 

JBUrlamaqui.

は
效
用
を
以
て
交
換
檟
値
の
前
提
な
り
と
做
す
と
其
に
、之
れ
を
以 

て
其

の

.
高

さ
の
上
：に
.影

響

ゼ

有

せ

ざ

る
も

の

と
,

め
、之
れ

が

®
搖

は

偏
に
財
貨
の
稀
少
性
の 

變
動
に
幽
つ
て
說

,
せ

ら

る

、

こ
と
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敎
ベ
た
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 d
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條
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し
て
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觀
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明

し
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又
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c
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p
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を
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ざ
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値
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し
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ざ
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鈴
狀
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p
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。
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し
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ゆ
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#
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た
る
：こ
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つ
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m
p
e
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N
e
r
i
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有
用
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以
て 

凡

ゆ
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顧

値

の
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礎
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做

ず

す

河

時
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、總
ベ
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の

f
f
l値が
有
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性
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比
例
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ざ
る

の
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め
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値
決
足

|上
に
，於
へ
け
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財
貨
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收
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困
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Geaovesi 

は
吾
人
の
汰

a

が
^

勿
の

Ji
Ja 

の
.第
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根
元
で
あ
つ
て
、大
な
る
欲
蕴
を
滿
足
せ
し
め
得
る
も
の
は
小
な
る
欲

0
を
滿
足
せ
し 

め
得
る
も

の
よ

ぅ

:4
:
,
:大
な
る
债
，値
あ
る
こ
ど
を
カ
說
す
る
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而
も
彼
れ
は
何
故
に
藉
侈
品
が 

槪
し
.て
必

S5
品
；よ
り
も

多
く
を

费

？
じ
む
る
か
の

問
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に
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す
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に
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あ
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B
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c
a
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l
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彼
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;

財
.貨

の
交
換

®

値
を

以
て
需
耍
に
见
比
し
，財
貨
の
高
に
反 

比
し
て
增
減
す
る
も
：の
で
あ
る
ど
說
く
。
彼
れ
.は
斯
く
の
如
き
一
般
法
則
に
よ
つ
て
自
然
物 

の
捕

値
を
說
明

す
る

o:
丽
も
彼
れ
：は

一
財
貨
の

生
產

及
び

準

備

が
人
問

の
勞
働

に
負
ふ
可
き 

限

り
に
於
：て
は
權
値
が
：這

.般

.の

勞
働
の
高

•即

ち

必
要
：な
る
勞

«

時
.間
：及
び
勞
働
者
の
數
に
よ 

0
て
決
定

せ
ら
名

»

の
::
:ビ
»

る
。
，然

し

乍

ら
雨

個
の
：割
合
は
勞
働
時
問

中
に
消
費
せ
，ら
る 

>
生
.辦
資
料
の
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に
よ
つ
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單

ニ
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も
の
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ら
れ
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。

(Element! 

di economia, 

pcblica. 

t
c
u
s
t
o
d
l
v
o
p
.

 

dt., 

?arte 

M
:
o
d
s
l
a
,

 

T
o
m
o

 

XI, 

p: 

3
4
4 

ffoo 

s
etro 

v
e
r
r
i
î
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倣
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*欲
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及
び
稀
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を
以
て
«
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0

&
ビ
觀
、而
し
て

「

欲
望

」
(
b
i
s
o
g
n
o
)

を
以
て
或
る
財
貨
に
對
す
る
願

0
;ど
同
一
視
す
可
き
も 

の
に
非
す
し
て
、寧
ろ

4

が
其
所
蕴
す
る
貨
物
に
對

し

、

彼
れ
が
之
に
代
へ
て
交
付
せ
ん
ど
す
る 

も
の
に
優
り
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與
へ
ん
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す
る
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擇
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l
l
a

a
m
a

)

な

.

e
s

と
稱
し

々
o
i
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p
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P
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濟
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つ
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費
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得
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p
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n
v
m
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讓

分
析
は
甚
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す
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つ
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彼
れ
の

M
a
n
u
a
l
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f
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W
O
O
P
O
B
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は

毫
も
之
れ
に
言
及
す

.る

.所
が

^

か
り
た
。
欲
槊
に
關
す

.る
分
祈
は

ft
近
に
至
る
も
猶
ほ
.佛 

國
及
：
.：び
他
の
大
瞬
學
者
の
手
に
成
れ
：る
大
多

*

'©
經
濟
學
上
の
述
作
中

.に
看
出

3

る
、
所
で 

*
:る
が

英
國
學
者
が
斯

0

に
與
へ
た
る
割
然

V2
る
«
界
は
這
般
の
論
述
を
排

;|
<
す

る

の
傾

向 

が
あ
ら
た
。

.
然
も
凡
ゆ
名
客
觀
的
顧
値
學
說
の
反
對
者
と
し
て
，夙
に

R
f
c
a
r
d
o

流
の
理
論
を
攻 

_

せ

論

に

s
a
m
u
e
L
I
B
a
u
e
y
:

が
あ

.
0

た

:0
彼

れ

は

價

値

を

以
て

其
の
究
龛
の
意
義
に
於
て
或 

.る
物

#

の
.
受
く

る
尊
重
を
意
味
す
る
の
觀
务
る
も
の
と
倣
し
、進
ん
で
檟
値
の
特
殊
の
感
情
が 

發
生
し
得
る
は
單
；に：諸、物
件
が
選
擇
若
し
く
は
交
換
：の
目
的
物
と
し
て
相
共
に
忍
料
せ
ら
る 

、
場
合
の

み

で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る

0

吾
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が
諸
：物

#
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單
獨
に
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視
せ
る
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1
]は
喜
人
は
是 

れ
等
の
も
の
に
對
す
石
嘆
美
、

®

し
■く
は
愛
好
の
大
な
る
度
位
を
感
ず
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
 

吾
人
は
何
等
明
確
な
；る
方
法
を
以
て

五
！！

人
の
情
緖
を
表
明
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
然
も
®
人 

が
雨
物

.件
を
選
擇
若
し
ぐ
は
交
換
の
目

.的
物
と
看
做
す
の
時
、吾
人
は
其
の

'®
俯
を
精
確
に

 ̂

明
す

る
の
力
を

取
得
‘す
る
の

觀
が
あ
る
。
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斯
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て
彼
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す
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、填
に

_

物
件
が

交
換
的
貨
物
と
し
て
相
苴
に
對
す
る
關

係
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s attempt 

at 

a
n

 

exposition 

o
f the 

causes 

of the 

i
l
l
a
t
i
o
n
s

 
of 

the 

price 

of c
o
r
n

 

d
i
g

 

the 

last」
o

 

y
e
§

 

1
8
2
6
.

に
於

て
需
要
の
內
部
解
織
へ
を
觅
ら
に
善
く
分
祈
せ
ん
と
す
る
の
態
度
を
採
つ
れ
リ
彼

1
は
i

少
る 

蚤
秒
の
價
袼
は

•l
l
-
'
rの：及
_ぶ

»

要
者
の
緦

g

ホ
に

.於
て
最
も
低
き

®

袼
を
支
拂
は
ん
と
し

つ 

、
あ

る

者
の
欲
绍
及
び
資
力
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
る
可
き
で
あ
る

と

做
し
た

0(

1

。P
.
2
9
0
O

 

而
も

彼
れ
は
页
ら
に
進
ん
で
這
般
の

.注
一
意
中
に
：看

出

さ

れ

得

る

限

界

效

用

の

觀

念

を

表

明

す 

る
こ
と
な
く
却
つ

T
華
用
說
を
辯
護
す
る
の
立
場
に
復
歸
す
る
。：
田
く
價
格
は
供
給
及
び

0 

:要

0
關
係
に
依
賴
：し、而
し
て

.自
由
競

_

の
：行
ば

(

る

> 

利
潤
を
伴
へ
る
生
產
費

を
補
償
す
る

■の

M
.格
*即
ち
自
然
價
格
を
生
せ
し
む
る
の
傾
向
あ
る
も
の
で
あ
る
气

(ibid., 

p. 

9
2
0
0

而
し
て

N
as
s
a
u 

William 

s
e
n
i
o
r

は
凡
ゆ
る
物
を
し
て
當
の
ー
部
た
ら
し

0

る
三
個
の
性 

質
、即
ち
換
言
す
れ
ば
之
.れ
に

«
:値
_を
與
：ふ

る

も
の

，
中

•最

も

願

著

S

る
も

0-
は
.凡
ゆ
る
稱
類 

の
滿
足
を
包
念
せ
る

^

®
を
，生
じ
、凡
：ゆ
る
種
類
の
不
快

%
包
含
.せ

る

苦
痛
を
防
北
す
る
直
接 

若
く
し
は
問
接
の
力
、即
ち
效
用
で
あ

••る
と
觀
す
る
と
同
游
に
其
の
第
二
の
製
素
と
し
て
供
給 

0 .
細
，限、第

_三
め
要

.素
と

_し
て
可
讓
渡
性
を
擧
げ
、

^
し
：て
是
れ
等
三
條
伸
中
に
在
つ
て
他
に
超 

良
て
著
し
く
重
要
な
る

「

も
の
は
供
給
の
制
限
な
り
と
做
し
、其
の
價
値
に
及
ぼ
す
影
響
の
主

'/
a 

る
泉
源
が
多
樣
愛

(love 

of variety
)

及
び

卓
越

_(

o
v
e of distinction )

な
る
人
間
性
の
最
も
有
力 

な
る
原
理
中
の
ニ
つ
で
あ
る
ビ

I

す
る

;0

':
;
'愛
k

彼
れ
は
人
間
の
所
喪
に
於
け
る

「

多
様
の
法 

則

J9

W of 

variety)

を
指
摘
し
、生
活
の
必
要
品
は
極
め
て
少
數
に
し
て
，且
つ
單
純
な
る
も
の
で 

あ
つ
て
、吾

入
，
は
是
れ
等
の
も
.の
に
關
し
て
は
直

ち

に
滿
足
を
感

じ
、而
し

て

其

の

享

樂
の

®

!1 

を
擴
張
せ
ん

.と
を
欲
求
す
る
旨
を
述
べ
る

。

(Encyclopedia Metropolitana
； 

I00
3
ON
” 

s
. 

: 

political 

E
c
o
n
o
m
y
/
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1
3
3
; 

3
r
d
.n>
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'
I00
私
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I
I
O
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;

..
五し 
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饿十九

.物

(
一

七
！一)

宙典s

俐侦
a
說
と
效
用
概
念

： 

笫
i
 

ニ〇

大
陸
：に
在
つ
て

‘
.ぬg

c
h
o
l
a
s

 

F

lui
s 

f

 

rd 
»

經
濟
生
活
が
自
然
的
舉
純
の
狀
態
に
在
る

® 

合
に

-は
財
貨
の
價
値
ば
使
費

:^
&

れ
、且
つ
交
換
せ
ら
れ
得
る
勞
働
の
高
ご
均
衡
を
保
た

ざ

る 

W

ら
ざ

.る
も
、而

-も
舜
代
の
經
麟
生
活
：

R
於

T:
:'
は

單
に
努
働
時
間
の
み

k

よ
り
て
®
値
を
量
定 

し
得
る

も

の

R
非
す

k
說

く

。

蓋
.
し

熟
練
勞
働

は

熟
練
の
程
度
を
異
に
せ
る
多
數
の

も

の

に
 

分

た

る

：、

こ

ビ餘一 
>
に
大
な

る

が

故
で
あ
る

.0
彼
れ
を

以

て
觀
れ
ば
、
憤

格

は

®に
相
對
立
せ 

る
欲
啟
に
楷
導
ぜ
今
れ
ぬ
る
買
手
及
び
賣
手
間
の
妥
協
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
^
o
c
i
^
s

cu^
o
n
o
m
^
p
Q
l
i
t
i
q
u
e
'
o
u
v
r
a
g
e

 
couronn6 

^
 

J
oo
〇

vrch. 

L 

i
i
f
o
o 而し
 

c 

b ゴ 

3

他
問
題
の
主
觀
的
：方：

®
を
高
唱
し
て
、麵
が
て
费
用
價
値
說
に
移
れ
る
者
に
卜

td
,
⑺々
が
あ
る
。
 

(

T
;s
.
t6
 s

c
o
n
c
m
l
e

 

p
o
l
i
t
f, 

L

f
 L 

chap. 
Lfvre 

n
.
c
h
a
p
.

 

L

)

°
次
い
で
價
値
が
人
問
の
勞
働 

よ
り
發
生
す
る
の
；事
實

^
麟
：にン
强
調
し
な
”
ら
も
ボ
實
土

 w
a
y

の
.道
に
移
れ
る
も
の
に

H

 

L
O
U
I
S
Q
a
u
d
e

 

u
o 

 ̂

 ̂

0 

o (Trait
6 

d
K
c
o
n
o
m
l
e 

P
O
I
i
t
f
J

 

1
8
2
3
, 

cbap, 

3
.)。

而
し
て 

J. 

B. 

S
a
y

の
弟
ぎ
每

A
u
g
f

60
矣
は
财
貨
の
效

;1
-
]に
關
し
て
は
同

f

物
が
別
個
の
人
々
、哚

,: 

貧
者
及
び
贫
者
に

:*
し
て
金
#̂
.違
し
得
る
こ
ご
を
注
意
し
た
り
彼
れ
は
ー
財
貨
の

4

明
の 

度

位

を

以

て

，吾
人
が
，袖

人

的

所

#

の
減
少
に
連
れ
て
順
次
に
孰
れ
の
欲

-f
i
g滿
足
の
對
象
を
斷

念
.せ
ん

ビ

す
る
か
を
求

0

る

方

法

，に

於

て

見
積
ら

る
、
も

0
£

思
惟
し
 

f2
.
o
. 

(Tlrait

o'
o'
lo'
m
e
n
t
s.
r
e 

de 

la 

richesse 

individuelie 

et de la 

richessepmbHacc; 

1827, 

Livre 

L

 

ch. 

vii 

orp
si
L/
o
 

又

"2
賀

¥t
を 

以y

凡
ゆ

る
財
貨
の

其
れ

k

等
：し
く

稀
少
性

(
r
a
r
e
s

ょ
り
生
す

る
も
の

ビ
倣
し

、
®
し
て

「

稀
少 

.性)

を
以
て

.
1

財
貨

0
_
:高が
；
_這
般
の
財

«

に
« ;
す
る
.欲
望
の
總
高
に
對
す
る
關
係
な

り

ビ

觀

る 

も

の
に
 

Antoine 

A
u
g
u
s
t
e

 

w
a
l
r
a
s

0.
t>
o 

た
こ

ビ
も
固
ょ

.

O

記
憶
せ

ら

れ
な
け
れ
ば
な

ら

g

 

o 

(
D
e
l
e

 nature de 

la 

richesse et 

de 

p
o
n

cro-ille 

de k

 

vfu
'
I
s
r
, 

1S31, 

ch. 

xfi 

ct 

x
o
o

又
た

Pellegrino 

Luigi 

E
d
o
a
r
d
o

 

R
o
s
s
i

を
於
て
觀
れ
ば
、價
値
は
先
づ
奴
用
に
依
賴
し
、效
用
は 

又
た
其
れ
自
體
吾
：人

.の
欲
望

0.
^
變
的
限
：界
及
び
相
對
的
精
力

^
服
從
す
る
。
楚
に
於
て
乎
、
 

.價

値

は

不

變

な

る

：事

項

：
に
：：
も

、
亦
，
た

客

體

.に
固
有
な
る
性
質
で
も
な
い
。
或
る
物
體
ビ
菩
人
の 

:

欲

a
f

の
二
：ビ
の
間

)

に
ー
：
存

：ず

を

：
滿

：
足

0
關
係
を
酬
壓
す
れ
ば
、使
用
價
做
は
消
失
し
、

fns
]
し
て

是
れ 

ビ
共
に
交
換

«

値
も
本
：た
消
：失
す
る
。

「

價
値
に
在
っ
て
は
全
然
客
觀
的
な

る

何
物
も
#
す
る 

こ
ビ
が
な
い
，一。
而

し

て

彼

れ

は

一

物

體

.の
：交
換
價
‘値
を
以
て
惟
り
仑
が
使
用
«
値
を
有
す
る 

ビ
3?
ふ
假
定
の

-r
'

R
於
て

‘
'の
み
存
在
す
る
も
の
ヒ
思
膝
す
る

u (
c
c
u
r

 

s
c
o
n
o
m
i
e

 

PCIitiqu

o1, 

t
i
e

 

1

1
00
4
0, 3me. l

e
g
o
a
p
.

 

5
4-

5

00” passr

B..)。

而
も
彼
れ
も
亦
た
無
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限
な
る
競
爭
の
行
は
る
、
際
に 
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七
四〕

露
的
傲
値
徵
を
效
用
_
念

：
. 

I號

ニ

ニ
 

座
固
ょ

^
斯
く

0
:如
&,
ば
；實

際

±:
完
全
に
»
現
せ
ら
る

、

Z
ご
斷
じ
て
な
き
も
の
で
は
あ
る 

が)

物
價
ゆ
生
產

.費

.，に

氣

つ

す

決

®

^^
階
段
を

M形
成

す
る
一
定
の
水
準
に
歸 

甘

L

め
&

る

、
も
の
ど
觀
る
。

o

l

r 

Ile
f

 

&
)
。

他

方

に

於

て

®

の

ヲ

n

 B
e
n
e
l

 

W

圏

3 

v
on
: 

H

I

Iは

I

I

を

研

究

し
て
磯
鍵
の
分

類

を

行

a
、

-

f

i

l

l

,
 

u

l

s

l

l

s

, 

1
00

3
2
,1づ
/
其
の
先
..人

ょ

り

も

3 >
ら
に
周
到
な
る
注
意
を
以
て

m

M

&
び

供

,&
を 

分
析
し

«

値
決
定

，
0

:
#蹲
聚
素
を
論
述
し
た
。

(

p
, 

p
-
O
J S. 

7
4
>

co2
-
s
^

穴 

;

:■
:

t

央
人
に

し
て

數
：
年
間

®)
.逸
に

.居
住
し
、當
時
英
國
に
於
て
殆
ん
ど
知
ら
れ
な
か
つ
た
大
陸
諸 

學
者
の
箸
作
を
硏
究

し
、
殊
に

H
e
r
m
a
n
n

及

び

R
o
s
s

广
に
負
ふ
所
大
な
る
者
に

H

E. 

B
l
e
l
d

 .

が 

■ホ
つ
た
？
彼

.
れ

：
は
.
：
第

.

の
欲
盟
の
滿
足
は
直
ち
；に
第
ニ
の

も

の
を
喚
起
し
、

r

食
料
が
豐
富
ビ
爲 

る
に
比

^
し
て

他
の
諸
：欲

S?
は
其

の
地
位
を

'高
.め
、而

し

て
其
の
種

令
な
る
腿
迫
の
度
立
に
衣 

つ■

て
分
類

せ
ら

る
可

气
絕
え
す

擗
大

し
つ
、
あ
る

願
製
の

速

系
♦か

喚
起
せ
ら
る

、」

ど
倣
す

の
 

.公

.湖
：を
表
明
し
た
•の

で

あ
る
。

Q
o
c
"

Mec
t
u
r
e
s

 

op the 

Organisation 

.of 

Industry, 

delivered 

at 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
,

 

I00
4
4r
p
&
. 

1
00
4
5
, Lee. 

In. 

p. 

6
00
。
尙
ほ
最
も
明
白
.に

效

用

法

則

の

本

熨

ど

意

義

？

.
^
'
.
»J
?
:知
せ
る
.の

 

M 
あ
る

者
に
 Richard Jennings 
が

居
つ
た
。

(Natural 

Elements 
of IpoliticavFxonomy, 

ー
00
'
5
5/
§
. 9

6

 

丨

 §
0
。

長
く

^

れ
た
る
弗
の

 

Antoine 

Augustin 

Cournot 

及
び
 

Etienne Juvenal 

IvJpuit: 

*
-の 

H
e
r
m
a
n
n

 

Heinrich 

Gossen 

並
び
；
.に
.：蘇
，の
 

J
o
b

 a 

Craig 

.愛
'の(

g
!o
'.
:
§
cr
.
f:-
o
r
t
. 

lisgfieid 

及
び

英

.の
：
 

Rev. 

W
i
l
H
a
m

 

l
o
s
t
e
r

^
0
^:
等
は

«
く
'之
れ

.を
措
く
ビ
す
る
も
、

^

ほ
以
上
の
.諸
著

はv
v
o
n
s

の
前 

に
.取
し
て
殿
つ
た

:の
で
办
る
。
 

、
 

WilKani 

Stanley 

J
e
v
o
r
x
s

が「

考
察

V」

«
究

W

の
皮
徵

は

余

を

導

い
て

®

値
は

全

然
效
用
に

依 

賴
す

;̂
，云
へ
る
稱
や
新
奇

な

る
：
意
見

.に
到
達
せ
し
め

?w

道
破
せ
る
の

.：時、を
は
不
注
意
な
る 

_

•«
を
以
て
、價
値
を
生
產

©

に
：
依

賴

す

る

：

:^
'

せ
る

«

經

«

學
漭
の
意
見
ょ
り
も
•却
っ 

T;
.'
1
-
.
一.方

_ 

,
る
も
の
で

.あ
つ
た
。
彼
れ
は
語
を
續
け
て
日
く
、

「

方
今
勢
力
あ
る
諸
意
見
は
效
用 

l.
b

k
蹲
ろ
勞
働
を
以
て

_偾
値
の
起
源
ビ
倣
し
て
ゐ
る
。
.而
し
て
明
確
に
勞
働
は
摘
値
の
原 

因

^

り
ビ
主
張
，
る
考
す

.、b

.存
す
る
。

.余
は
之
れ
に
反
し
て
供
給
及
び
®:避
の
常
則
が
必
紙 

的
‘
に.結
果
す
可
き
滿
足
な
か
交
換
现
ぎ
し
到
達
す
る
が
爲
め
に
は
吾
人
は
眾
に
菩
人
の
領
街 

す
る

.

.货
物

0-
定
最

.«:
依
賴
し
つ
、
あ
る
も
の
ビ

I
Uて
效

■用
錄
化
の
语
然
法
を
片
到
に
&
究
す 

可
き
も
の
な
る

t
j
を
示
す
の

.
で
あ
る
。

.ヘキ略

)

。
勞
働
は
供
給
の
#
加
苕
し
く
は
僩
限
を
通
じ

紙
十
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ご
因

て
貨
物
の
效
用
の
程
度
を
變
中
る
に
由
つ
て
唯
.だ
單
に
間
蜂
の
方
法
を
以
て
屢
々
檟
値
を
決 

定
す
る

も
の

ミ
認
め
ら
れ
る

JyJO 

(
T
h
e
o
r
y

 

of 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

I00
7
I,
 

pp. 

x-
2
.}。

然
も
古
典
的 

經
濟
擧
者
は
效
用
變
化
の
自
然
法
を
以
て
詳
細
な
る
說
昕
を

0
す
る
に
は
餘
り
に
明
瞭
な

^V 

W

看
做
し
た

"；
:
而
し
て
彼
れ
等
は
、生
產
费
に
し
て
生
產
者
が
臟
寶
に
提
供
す
る
高
の
上
に
何

... 

'
.
.
.
1

.

1; 

' 

I 

: 

.... 

. 

.

等
の
影
響
を
も
有
す
る
こ

^>

能
は
ざ
る
も
の
で
あ
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